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ること、食の生産 ･ 流通 ･ 消費 ･ 廃棄につながり、さ
らには、農林水産物を育てる地域の自然環境とつな
がっていることも理解できる。食べものに関心を持ち、









































































































































































受けた子どもたちも ” 自分のこと ” としてとらえること
ができただろうと思う。米作りにしろ，畑作りにしろ、
様々な体験を子どもたちと自身にさせることで、彼らは、































































































































































































サイズ ml₁日分 ₁食分 ₁日分 ₁食分
142.0 2250 750 700－800 10~11 144.0 2100 700 700
160.5 2600 870 800－900 12~14 155.1 2400 800 800
170.1 2850 950 900 15~17 157.7 2300 750 700－800
170.3 2650 885 900 18~29 158.0 1950 650 600－700
170.7 2650 885 900 30~49 158.0 2000 665 600－700































































































































































































































































































スブルグサミットで日本政府と NGO が ESD を提唱しました。
2002年12月の第57回国連総会本会議で、「国連持続可能な開発
のための教育の10年」が2005年から2014年まで行われること
が採択されました。
3） ユネスコスクールは、ユネスコ憲章に示されたユネスコの理
念を実現するため、平和や国際的な連携を実践する学校です。
文部科学省及び日本ユネスコ国内委員会では、ユネスコスクー
識や技術を学んでいるだけでなく、食教育の内容を通
じて育むことのできる能力や態度、感覚の可能性を提
案しているのである。持続可能な社会を担う、持続可
能な健康な人間が、持続可能な社会を創造することが
できる能力、知識、技術を食教育を通じても可能であ
ることを強調してきたのである。まさに持続可能な開
発のための教育（ESD）力を身につけ、持続不可能な
課題を解決する目標（SDGs）に取り組んでいく人材を
育てていくことである。受講者の理解した食教育の
目標も、これらの内容をきちんと踏まえられている。
ESD，SDGs についてはいまだ不十分な理解にとど
まっているが、今回は食教育に重点を置いたので、そ
れらは、今後の課題としたい。（ESD については別の
免許更新科目が用意されている）最後に受講生の感想
をいくつか載せて本論文を閉じることにする。
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ルを ESD の推進拠点として位置付けています。現在、世界
180か国以上の国・地域で11,000校以上のユネスコスクールが
あります。日本国内の加盟校数は、「国連持続可能な開発のた
めの教育の10年（DESD）」が始まった平成17年から飛躍的に
増加しており、平成30年10月時点で1,116校となり、1か国当た
りの加盟校数としては、世界最大となっています。
4） 1994年に、日本で最初の「学校給食」の一般教育科目としてス
タートしました。講義は、教育学、栄養学、栽培、食品流通、
家庭科教育、学校給食調査官など多くの講師陣によって運営
され、年間200名から300名の学生が受講しました。現在も開
講されています。
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